
春季年曾講演アブストラ クト

去る巧月 1Ll， 2 B 砂j 臼，!.U火災決;修まl('i!'CIJJ1かれたお予五I~千:;-'1約 IOu名の ilJrf{;;;;'がみれ

仰のt信仰がnわれ，内総等もお雪機lこnわれて成"I'Iでした.t.¥ 1 I司にt.t~;'fi~長 Clである IJ!'1' ;.可f~主的

先生も{均11:5'ぬではゐるがji:~lな後五r.liせ乙れて作1:;1熱心に5・tu，Y;せられてν ました . こ れはそ の

l~ if を制~:貯がまとめたもの.(?ゐります. 従シてほ :1はすべて編集H~に J~ることをおζ とわり

して ~C 売ます.

I;..v 1主j千H:t次の務J.(;に担:111綴いしました. c俗 1日午前)I1包川itaJlII， Ci.li J li H'，長〕総元fiラミ

OCil l忠~j'lj~ ， (省主主 lヨ'1ふIll})i!l/.lll倣見1:，Jι乙女がiJi}， Ctii:! I:i-'Iユ後)..-.jfI'Jぷ， 'j守本l正太郎

第 1日午前の部

:1たず明U11~f'd~~，"'[ I<fllこっL、cは高木津次氏(純度問

.nlJfmが町、.¥'C(JIllb のUomp(:ndiulll 及び刑訴の

Jntl'oiluClion にあるぞ;飴)'j'{の主必工兵をN;r~J;l'.し :!1iに

タ1誠 JJl(木f~， ニI:)jl. ， *:Elil.. 1億五島)の α，δに及

ぼ1・1形惨な拘じた.I，'ij.f¥:は，又. :¥eWCOlllbの大防災

と]比例引の月炎から~ttJ.r:ーされた綴忠誠f!l.戸:(~事~tntuミ

~qfrと腕ItlJill締制l との'í'$f" Ýf]!J:Rの:':;JI~I凶等主干域~Ii市~Iζ人h，

OPJlol~('，r 治 ;1P.~4l見してし 、t.:.. 1J~/"~. q'.lr~ のオF ダーの

唄まで含めて計算した.

鈴木磁f富氏 (7K路部)I主1fi阜の α.o I士叫了r:弘、悼，C]

の方1);で~ r二初jの α山 Òo '~ )lh 、て日 I'~心しているが， この

ために説話が生ずるので， :;;iiJl/Jli毎日の n削 npl:lc(! 

!こよって計算し，光行泣(土f孫自の仮{立問によって;H1~:

したけれぽいけないこムヲレ指摘した このような設だ

{主.

.Ja:: Pp + Qq + Rr十 Ss・ト'1'1十 {hl， 4ii"" 

の形式の有IlIEJ:flでm犬山来るが，この線訟はJ誌の CX，O 

によって!J41)，又制度控化にもお然修畿するが，年に

よっては 0".(11 fこ注するとその肢の1ft製4'1:そJ命じ，こ

の ßtlïE)'C!の;n~~:がれ)jri: ìから:a['・f!された

活問五郎氏(バ{大)，ま鮒服飾11問Jにi切る例人総花な

測定ナるために. ネオン ・ランプの勤i戒をど土 5*叫の刊1

毒殺で間百!リし キーのおくれとして般測有者8人の 1832

側の抑制から， :iWt l. ・~o. :m.j酎P0， その棋;'1吋n\i\'t 0= 0.051 

E∞の給民十得プ;こ・

制度開滋IJMの硝泌総につ~ ，-cは，先ず須川カj乏(制

lを蹴iJllJli)D が夫rrHì~讐の~A~1Jt分布につい℃油公ごfrflW

の告団設省dll!約し， 総賊ìKt.m: と~内i限度とのl側係{主制殺

の~~の防署理化事ナしらべると， 夕方には r=+.OO，拶l

iとは 1'''''+. 33の相!紛弟子子氏し 総械i樹皮が，はじめは

が山むのおくれやきたずか"，次鈍に5祭雪内?湖樹i俊受にH限阪縦総H汁すナ. 

ること治が;辻t
飛外のi湖』組2股皮宮主髭をにつLい‘，てC日身射;tの主鯵診際毛宏?輪じた.

報H年期式の焚R!にイ" I~ う ;/，戸容の J JY号r:1湾締皮の獲fじ

を村よi原吉氏 {帥l立縦訓IJ月/f)が報告 したが，タt1iJ促{の

。の橋大{主リミターやタロノグラ 7に際問がありはし

ないかということである!

弓滋氏 Wil変間J1IJr'.lr)(主赤JliR..天}頁民，p~磁lï1の

隈Jìリ 1 1'におけるタルコツトレベルの気泡の[i}l~がそれ

ぞれ!えりい・ずれの場合lこも槻;nリポ'のブiにむい・ζ助<-

しかもそのl助ぎブ'i(ま辺はゆるやかに，多{土.iliやかにif'VJ

<. 槻iUリ者手?レベルの1410(llにう~t伊!の (，t:f;-:(に'iJ:たせたni

合には妖ff1の動きはな くなった .fl!，こ，問717した人工

島常)I!¥，、ζしらべるとヌJi.'Wiii:潟の似ld'1主気泡の:助きに

閥係ないことや報告した.

光の紙ìi!!.に~jずる移鰐{主昨年，切HJIE'('f氏(料度開

測所)の事IHb'があったが，五大の今川文彦，瀬尾海男

i満氏(京大H土 uVJLf求'{o:- ) OCJI\ のh':E緋b・らH~1射し

気泡lま!!(Iした方に引かれ，動ð- I主主主ìl:;{の低下と j長iこ~!

かiこ，11，大きくなること少孤立包した 動きはじめる

までのlI!illi!は，派出1li.20 ・c:'30 ;fJJ;， -30
で，:~_.--l. .fJb 

である.仰 '/'0I ~械の;~!II.Q，Hにl司ランプを照射すると

O.!?O_O.!iO上昇する. 人目急成L、(土足ラン プの然総身l
がレベルのi:?jに微小の~みを拠えるのであろうか.

更に情的援美氏 (糾度開，iliJ)9r)(ま誌の必大矧隔の開

制から求めたヌ1m災のマイクロメー空白のf(I(I{iカ;， .J'il. 

の刃[llljのい:1nlこより及V'!，1KJ;i鋭の);1ifJljの(¥'t:if':により火-

""7京高知的}こ民なったM.i五:ir:ナこと事?統計的に求めた.

~，<主見f五・:メミ文是認の鴻ザ却正についての話!こ入る . 廃尾

正久尺{ま試JiJ中並びにフド絡的選~fwl'の二去の自民ツミü'(

f笥について，その帥.i;tの，ff.綿な総介を行った.ょの似

Jll iこm・つてはアミnWhl滋 1 U' 上ü札 ~Ji，斡[ :1吋'U.i主なれ

平均の夫Jfiv-n隊\)となる G 側の息苦~H洋とl... 会ヲミ.ご

ついて 12f，f， Uu fl月のIiiを必拠と守る.これらの五:

{主:<ln光l吃りー 削3 ....... ~ . 刊で， 平均 7.9" 1 でんる . 41財務

誤差{主，じ.8川のlJH::'，1己保の{企:前の測定の説経{ま約

三μ である.1 {!Iilの恩につき 31にjの主露出荷行い.1時l切

で 0， 0035l'C ま.~ゆ〈ことが出来ると報告した.

べつに同尺は，閤際級官寺の各天文廷についての続度

を比較し， H 伺の天文誌のlf-均ヲミ文夜事?考え，これ

との差が
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をf専た・

~~可ユ手

J号、』

及f Jj玄
ワシン トゾ

2. 4xO.uOl Sl'C 

-1.3 

10.3 

2.4 

世E原重量.F¥:(ヌDl(天文凝)，土試験問;泊中の光電子・<f首警
はつL、て説明した.こ).L(主， l~ll11bl'rg 子午恨のマ イ

. /f <l メ ーターの代りに， 特殊な絡ヲ7・~備えた光世袋iη

(マルチプヲイヤー lP21~:用いる)ヂおき，オ y シ

u グラ7 (叉!まべ y モーター}に!当記させる災慌であ

る.これそml，、て一組の時刻限測をした一例によると

1簿業iJIまsinglco~etv品tiO)1の奴差It土O.0078CC である

第 1日午後の部

先ず中野三郎氏(東京天文栄)から， ~&~員後五I五':7~

3虻否認・を行われた月のそ了:./.r~線i'1J!.ìIlJ]の~ìí:勺結来として. )ヲ

の平均資総及ひ宵の税*的こ単すする修疋依 oL，iiSが

炎k:]えのよ うになるこ とが被告された.

年 oL oS 
年 ，

19.15.S6 -0.23 +1.82 

lD4(j. 82 -O. 15 + L 83 

1甘壬7.・54 -0.89 十2..50 

]¥)48.8(j -1. 31 +1. 72 

1!J4i).50 -1. 29 + 1.51 
UJoO-55 -1. 22 + 1. 46 

鈎，米困海)1:(天文凝の;m知iこよれば， H，;!¥J 1f-l月

から6活這の赤慾の O-c{土， JID)'(ーワシン トン=←

0.3024.で， 東京のこの期日¥1の iiLは -1.1122である

ιいう比校が行われた.

続いて問.1'¥':から別京天支援のプーチュ子午r;llこ取お

けられた荷度目践の認民i最j必盟主ii!eの説明があった.Iτ1 

~'~"，::. -ーー・・

令 持ザ

:}':. ">'. i. 岨

:7U;:JJ・
"S;t.・ ・. ・

ι司

-ll豊吉良iこ4j例の測微務!微鏡を収Hけー，その各'!'Iこレ y ト

ゲ:i-'}おキ¥.Iンカメラを少しまt治して袋備したもので

普通のコ ンバレーターをJH¥，、てフィルムを測定すると

仏"∞4 まで髄~王れ，この場合の高度限現1)精度は平均誤
差で ::1::0_"20 とたる.叉ζれから限1ft!]池の純度を求

めた場合，~震による単一周ìfl!Jの締度f主土0."44 でif
・2昆競淘jのさU.句。 iご比して優るとも劣らないことが

わかった.

同じく ーJ-trユ1誌について， 安回春綾}ミ(東);(矢文萩)

は守イケノレ ソ γ裂の光i皮ごjニ渉袋i置やmいで，その~~rJの

不謹iこ誕 〈事抗野間i附節の'~1lïpn ocそ測定する方法幸子

主lliべた. すなわち混迷鏡の亀~!:1j!斜と子午線高の角度 a

をζの袋阪で求め1・f1J;斜に直'{.t}な方向が水• .2f'-問、となナ

角 'i-l及及び孫烈J泣鋭のt指旨?ナ也方附のア天ミl瓜1貰主湖E附郎附m計i縦縦 r 害受桁ピdi討汎刈i比州~Uリる と，
δωc と与干刊a配軒:戸‘4如i

締皮.でo定主まる汐か3ら，OCが O.JJOlの精度で決定される.

三えに~i都忠彦氏〈的自主問測所〉は 19-1υ 年月~7r-.t撃に

於℃淑火m~v兄T と {JH13 されてL 、る浮遊~Wi~日 FおT

による料t皮販制のまili，*常務湿して得られた結論と して

次のように報告した.

1) 夜開『誤差t土雨方{まI王同様で，多jこ:'e!!:<互によい

年舟&化をもっ， l~"'.乙T の方がやや誤差の大きL 、のは

~.，の影機と思われる.

2) 料t皮鑓イ乙の徹子・{土砂j者l司裁であるが，金也とし

て FZT の方が O. 匂穆度小さえt:J章受を!~える .

3) x， Y からIl\した水1$の llOTmnl なm.~~き化と

悶測を比べると柄者:!t0."¥<3程度の年周 Z1貨が残る

が， これはマイクロメ 『ターのiぬ-及び Hωle'Vllll.10に

よってどうにでも墜化ナる.

1) ①-cx， 2@-a.の形を仮定した z{士雨)j共同じ

・で，前者を日P，1強化と すれば，その ~H憶はいずれも

0."(3(; となる.又後者・の~(じの振41M土 O. 勺l である.

ぬ pχT及L"Vχ'工の間illUからチャシF':ラーの周

期及び探簡を::1とめるとし・す'れも ;l'，yから求めたもの

とよ く一致する.(周期{まFZ1'が431日，，¥';1，1'が435日〕

摂いて池回徹郎氏(紛~開ìillJffI') I工 ]022-~6 ~ドの

期間，車ljii:!l:観測と例行 し吋CIJIli行した二助問測によるよ

ぽ瓜の;nJj風祭政籾iJ即の結:lIHoW析して;xの総'*を霊童話認
した.即ち， 上lぜ風向iこ悶って生ずる鬼かけよのま~\m:

鑓11.:'主税・鍛顎， t牛肉攻，*勾:.PJ:項及び I/~ 年周顎i二分解

でEFる治ら:雫股として:J!Iこ大き <~， ::小さいそ し.c

ょのf帝政項{土主に 1000 米の1~0のm.r古]から生じ，周

期項(立大部分500米の瓜l自Ij;]>ら生れ， s.也茨F臥(主総度の

月4の受ト{乙l二殆ど影響しなしことがわb・った.

的本~nモJ羽|践の水君事の平均 Z の主主化と上附m.によ

る純度鎗化を比べると， 71¥浮の IOClllzの約4i側 主上

肘風向の聖書イじによってナ坐ずることが結論され， rれでも

s∞米R;.r句が決定的修絡を輿えることが匁Iられた.叉

よ庶民向による総皮の目勝箆化{主殆ど認められなかっ

す乙・

須川lカ.B;:(純度般¥R1)fJle)(士火事支の等i軒m:紛が傾斜し

-ct.、る場合の矢文民折を商婦関測から蚊他叙1分によっ

て算出する式を天頂施向齢:あま り大き くない場合iこっ
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ぃ・ζ;J;めに・傾斜カ;~t火弘氏少DJlじモー，tilか，成{ま._ .t:ifi

に i域 r るt~イ?にはお同'ko~1:，3J)が'f¥:'ζ求めた.nn論式

/.. ra‘、
にいト ~. )なる!勾 r念展じたものに師ずる Cf'(ま

抑制k*iU~ìl~ボ〕・

三九'i心静!安椴iUtil，:及11ナ以降f傾斜の;必勝の年鑓{じゃ

1!l:!4-!{-1年の明11日についで しらべ，ょの期n:!の Z琴i

嬰イ1:と比較 したm. 書長宇iJ (ιHf;!f~かたりよく一政ナる.

5!.. (jl(，.， ill~ ¥"Tor主総肘傾斜め ψ ・111との相関/t0， f)() 

合示し，車中僚の悶嬰fむの・!刈でも あるように;考えられ

る.

次に後磯哲生lそ(帥lfil関司!IIrfr)I土 E泊、のiiJfa間ilIリと

不行し と， f吃板常}政令決うむするために~J'われる ßCI.lI\l

RI{lfめi訂後1111のVH縦ル測定しj((し“心 数年ぷiの測n!fI(i

とのIHlに系車dé(内な，似たのあること争政~し. )ωょ・ 1.0

年[1¥1Q) 'l;l IWJt:，'i:.'l~ と レζ lrclll のjt さの!忠光;艇は--if.針

。ゃ，C(IJ 01 ，1111ずつや11びてL、るとL、う こと 少羽Wrし!..:

足立厳.1'¥:(A:IfI.n:以)(士シ 品 ミy トプレートの色消し

のおの絞~'，のブ'i'lHC: (土，P/I よりIVlるくした¥，，!，場合そ

の二次 λベタ トJ!-;ク除)-;ずる ι とはイ';'"f(l~であったの

仕凶:1 ，鳩山、み~]，i ft1 のJ'1li'~~ ，;命令)Il \ "(f~r(，決するフJ'7'.t 1こ

っき.相i~l~.・ した. 12llt_接合ilJi!o〆JF!:RlfJIにとるI1抑制JJ二色牧

~y.~ ~~除):3'る{附'1 ・{土 !if:iOの ji\H'につL、'Cdνがの;;しく

なること?ある.この:t~I{Î'の lihióiの隣同il lJl~以土

f" -l//，J(引;-?1l)R:

で必わされ，絞 りは)よ.qJ鋭市iのull都中心におけばよい.

こうすると ぎ;ょ;火スベク トノl.(土';e全に除去・3れること

を六角泊跡によっ C!ioiかめ，従来の-_.*.文プレー トの場

合とのJt.i片手J行った.

羽原澄子. '2三重量幾子，鷲関女子の三氏(京Jjて天文.:?;)

(土 J!).)!， 11'に日本で'よもられる2月IH1の部分rl1主と 6

月27-!!S nの情況円先について手t!::~i事~ifl・j):し，閥内主

1野山こ鈴けるJi~iJM，可強調i した(刃i)j(天文;J~~f何(10悠多!m

強縦iこっL、℃先ず伊藤精こIそは木年7刀及び10月の

金lil，の施縦におけるl将入， 01王1}，に明ナるH年1m 手~:i'I'訴 し

作製したt世論E闘について蹴倒した.( :4~tt l~íJ~渉!!(l)

次に大i銀i欝輝尺(.Jl!五〈天文~;，o から六年来のJ師長光

協劇ìIlu~~rr(の拭$*'1以と現肢の ffi告があり (同じく 本

誌ilii故毛色IW叉依存容友三.内田正男同氏(東京天文議)

は)jの1，';]日fd:れiで同一阜のN!磁が親i1!すされるこ:判l!l!占聞

の~1~縦 (・:その掩磁観測結よ長から求める方法と，それに

作う月のj立iì'Dkびf'li動の捗絡をiiJ~べ. 'ii!にW5 1年 1 月

14刊の三時，船崎の観測にこれ~5f.jro した結巣を報告

した.

Q後iこ秋山驚氏 (法政大)I土小~lil. ヒ ル ダの臨W.~ I

襲~ 8の鑓{ヒシ廷に 2l51)年澄;汁詳した結!45， 8は約
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ーI-:W。の まわりに周期約五ω年鋲師 2GO fなのH動会し

℃いる上う Bご.ttわれること合法ベた.

第 2a午前の吉1l

事事国茂，佐久間精一 (獄ぴi間企:大，東京工大)i;j.ilそ

の控j(;)í).の肉~鵬iJliJの何i告から始まり.極大級小の限

iJl!Jや，これに誌づくえ訴しい嬰允:妥泌が込へられた.

腕原彊氏(紙袋研)(土，;iill!1に引きつづき米包光の分

布の敬(Jf(計算の結果会/f;したが，今|巳!のは2次i設械の

lliJ:8jと，紫外線吸牧肘の問趨とが考え;こ入れられた新

し1.、結沖L・('ある.

古畑正秋lt(~f J;C天文媛)Iま数年にわたる夜光の光

'i11則市fJ給月51ど殺がjして，夜光現光肘のおさは，平均約

31l0km(慌縦長fの F~ 附)であることを?報告・したが. 1刊

によっては鴇:泌の公式によって日さ新求めるよ乙がで

きないのは1_lJJらかに夜光波光Wが移動するためであろ

うと述べてii:11合ひいた.

つづい ζ長渡益主午(~[ J;(天文;訟)のコロナiUlJ光訟に

|紛ずる級tf，'と村山定男氏 (f，:I!f.::t~物館)の在所在Hïに

ついての級告があったが，このごつは本畿に両氏がそ

れぞれ執f持されたのでここでは省自書する.

石津太一郎氏(広大) の “太陽大気の梢治につい

'C" (土ー附の大気モデノレの訂鋭であっ'C.電子際iこ行

興ずるものとしては水wや金泌の他にへリウム念事rrた

に必!置に入れたのであるが，紡烈!こはZ京大な欲;1fH士見
られなかった.針ï1Íi)符の仰さが少し~さった程度である.

大連i脅爆H:(バ[)J~:天文-1長) 1刈ijfl.¥jにつづいて れHii

年EI1主におけるおli度分布のWW!リ結集の邸宅約そ報仏・した

が， 今l己I(主制ilt附i~~から光明的問さのlかi取とし・口限度

予?求めるためにあ'{分方不!式幸子解く段附であった.主流

に帥〈と幾つもの慌i!;l~{や泊輔併がIJ.Iて くるとのこと
である.

上野秀夫氏(広大)は太陽の問i背E~fで‘起っていると

考えられる飢流合数赴:Iglこ取被うための然一段階と し

こ，鉛LVfê泌勘エネルギー~íな述の式に輔射幼や合めた;J;~
磁式含噂<i箇t~J ~~示 した.

*元著書三宮lH叉(~[広沢支;署長) (まった勝ilJÎJ，l~常鎖械のス

ペク トルの第2被害f報告した.分光測光現測として新

たにつ:ナ方11わえられた材料(土パルマー緩限)!iくのスベ

クトんであって，これとafl裂の H，K などの結果と

事?組合わせて.1限度と椛j交とすでill1立 させて解d-，異常'

現象のi純度{まlc)onoo
穏Jrtであることを示して注i司令

ひL、た.

JII口市iis.Et(京大)Iま彩鮮の設郎綿には，普溢考え

られている電子持結今によるカスケード特佼よ りも，

減る-f:震の放路iの方が有えまで‘ある と述べた・

宮本正太郎氏();(火)(ま同じ彩府筋線についての研



先で，パルマー餓i綿のl武L、縞{ま， 35000"などという

涜:j¥.、巡度をf.lJl、な〈・ζも，iiiCOo <らいで尚己1後枚看守

泌鴬に取も弘、さえすれば説明治;つ〈ことをf2夜明した.

この終りのさつの翁樹立し、ナ.れも級品まに蹄するもの

であった.::t::!'湯の彩J脊のj詫度につい.C(主，現イr.i吐界中

で-問題になってたり， 30000。以よ‘であると主政する日

人法(lMionnの!!J4作年日食観測の続出こよる)と

JO∞00 以下~ィ主~ナる人法と為つ.て， 署長総治:沸議し

ている最中・むある.

米元氏の結果は，彩経の異常現象(総費)でさえ，

lOOOQ"務担主であること会5)，したのであるから， ー花宇品'

な彩対で(i，もっと侭iぼであるだろうと思われる.京

大の宮木氏等も彩鮮の低t訟を主張し℃いるので，日本

閣内では浪皮に糊するかぎり，J:i.到する謎;論{ま起って

いない.

第2日午後の部

太陽電波の問題から始まった.先ず柿沼正二氏(京

大)Iこよって拡大物理感激鐙で製作された<I.5cm の

受信機に就いての報告があり，級L、c畑中武夫，鈴木

重雅，守山奥生の三氏(東京天文様〉によって東京天

文豪iζ於い亡観測された大きなアウ トパF スト!こ就い

て報告された.10(50年ι月初日のアウトパースト

では訴を紋山阪の宇宙線にtR常滑1JUが認められ， 19oO 

年2月 25，2(; 日 に走塁ったものは1.1tlと 48 1時間の長.~

にIまり， その強度は温度にナると 10!0f!(にも泌する

ことが示された.又そのスベク トル，偏光，費生機構

等についての考察が侍された.

守山jl!主主氏 (東京天文豪)1ま1950年 1月から lHi)l

苦手4月までのアウトバ h ス1'，大問問の縦波，デリン

ジヤヶ現象のさ2つの聞の欄踊を捌ぺ，線型現段沙:太陽

画板の中Ulこ)5:(起る11寺の方が周設に起る11寺よりもア

ウトパース 1・が観測さ11.ることが多<.文アウトバ時

ストの中でふ煩い波奈の強度地加が若しいもの綿織設

現象と!描泌が多いこ、とを示した.

話題が縫って，宮本正太郎氏・ (京大)1主 OltnのJ('

献の轍磁の中心湿度がf夢見干の上野の鈎3慢で出来るとし

惑昆紋足裂の欄射獄に闘する ZllT"llitni 獄~!J.)現!論。.~

縫IlJし，駒郡 K.，K~ の務分の;脅WI~試みた.

櫨B買般民 fl1fJ;'天文寺区・〕はセ 7 ァイ ドの速度ml線の

Skewll閣 '苦ゲ説明するために，留者震後の理論者t服用し

よう とe-tこ.
jJ、沼健弾事氏 caUJi:天文建)lil司氏の求めたJlil'.tr削教

を使って MgI，NBI， 0'， NI p)主1l領収J&係数の計

算結果を接表した.

持ひZaniltrlS数泉iこ諮{主立ちかえり._岳測氏〈京

大)Iまf重々な稀薄係数応ついてζの数架合調べて，議

.ID.!i犬猿諜では問題lこなふこめ徐 H々 H ~í")'~ 乙 { 工 1 1~j:':I.((:

な〈なること佐川し，三枝利文氏 (l;U.，:)i ょ:I"lL.止Z~~

z'光忠的P/ みの大~n 、，t\~イT;こウL、て~I合ì: しに. ;_z ~鏡野
手自三郎代(京大)lil，;J じ問題テ r(~listribtìlif!1I ; 三~\!し

て鍛符にJ1;( ~) VLつ・ζおIt 、取。扱いとのi~\\ 、が~':' ~ 、 l刊、

2 (i¥'(なであることやがした.

海野和三ìi'ß，高温啓鰐，高島常の:' ~J\: (~tf '人) (士感

j副長昆訟の内i都市助手品じ.1fUJI.-"1主ナゐjJとしに，

II~ll. Ht'll. 11) 1こaPJJ句ゐ (lAlll;.tru 対別手~)51舷ヶ人

れた〕輔身~~k:考え， 特に HnIT iこは1:<州日 持品に

よるitil波書f入れC，C山、VJの純綿討j阪が小二:く ll<'ll，

CNcJ.・]の注目Eが大SFいよ 3なモデルがI1f能 、:ふ乙と

をmした.この訂 :11:はiljj立122分ソ'iHl式手?数(，Mi/~ ;、:附く

という務作であった.

つつL、て成ヰ目!秀一氏(東北大)í土 -WHIIW'j'.;布 l: ~ おけ

る宇宙構諮の組A のfýt，~吟味して， ‘ Jコのおi l-¥， ，f~単品'

jJミした.然しこれは!政r;W.Hこ求めた併であコて，ただ

えに観測的宇宙と比較 し1りるようなもの-c:主ない.

最後に清涼第一j走(大阪府議長大)I土f也H1火災の!III*

.e 'tf(飢と:公考践に入れて E府の視下約欧の 1.]関11:の

計算を鵠ベた.この炊浜をまち'えに入れると. q'.'fに太Ill，~

Z高度の低い場合たは， l~，制ちかくの補正が必嘆になっ

てくるとのことである.
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